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大阪府医療安全Webセミナー
皆様方におかれましては、時下益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。
この度、下記の要綱にてWEBセミナーを開催させて頂くこととなりました。
B型肝炎およびC型肝炎ウイルスについては、治療せずに放置すると肝硬変や肝がんに進行する恐れがありますが、肝炎ウイ
ルス陽性となっているがいまだ治療に結び付いていないケースがあります。昨年改訂された「肝炎対策基本指針」 （肝炎対策
基本法9条1項）において「医療機関は、肝炎ウイルス検査の結果について確実に説明を行い、受診につなげるよう取り組む」
と対策を促されている状況にあります。また令和 5年3月9日に厚労省から「手術前等に行われる肝炎ウイルス検査の結果を
踏まえた受診・受療・フォ□ーアップの推進等の医療機関管理者への協力依頼」 （健が発0309第2号）が発出されより医療
機関への対応が求められています。御多忙の事と存じますが、御視聴賜りますよう宜しくお願い申し上げます。

【開会の挨拶】 17:30~17:35 
大阪公立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学

教授預I田則文先 生

【講 演I】17:35~18:15

座長： 市立柏原病院 病院長田守昭博先生

「疫学的視点からみたウイルス肝炎の現状と課題」

～大阪府の現状を踏まえて～
演者：広島大学大学院医系科学研究科疫学・疾病制御学

特任教授田中純子先 生

【講 演l1】18:15~18:35

「当院の肝炎ウイルス検査結果伝達漏れ対策」

座長：

演者：

大阪市立十三市民病院 病院長

大阪市立十三市民病院 医療安全管理室

倉井修 先生

医療安全管理者討iキtIE4圭先生

【講演m】18:35~19:15
座長：大阪公立大学大学院医学研究科 肝胆膵病態内科学

教授河田則文先 生

「日常診療における説明責任—C型肝炎の事例に学ぶ—」

演者 ： 蒼法律事務所 医師・弁護士 長託さ音［圭計司先生

後援：大閂：品猛唸贔看護協会 obbvie | 


